
概
論
的
で
は
あ
る
が
、
古
代
日
本
人
は
名
詞
文
（
名
詞
述
語
文
）

を
作
る
こ
と
が
少
な
く
、
古
代
日
本
語
に
は
動
詞
文
（
動
詞
述
語
文
）

の
多
か
っ
た
こ
と
が
、
大
野
晋
（
二

0
0
六
）
の
指
摘
に
あ
る

(116

ー

117
頁
）
。
こ
の
こ
と
を
「
は
」
助
詞
と
の
関
連
で
考
え
れ
ば
、
古

く
は
「
は
」
構
文
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
は
」

の
働
き
の
一
面
で
あ
り
、
且
つ
、
最
も
重
要
な
働
き
で
あ
る
主
題
ー

解
説
構
造
の
形
成
が
、
文
法
的
に
見
て
名
詞
述
語
文
を
作
る
典
型
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
万
葉
集
で
見
れ
ば
、
「
は
」
の
使
用
は
、
連
体
助
詞
「
の
」

や
格
助
詞
「
に
」
の
使
用
数
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
他
の
助
詞
と
比
べ
、

(
1
)
 

突
出
し
て
い
る
。
名
詞
述
語
文
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
は
」

の
使
用
が
多
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
名
詞
述
語
文
で
は
な
い
「
は
」

構
文
が
多
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
然
れ
ば
、
そ
の
よ

う
な
構
文
は
、
「
は
」
の
如
何
な
る
働
き
に
よ
っ
て
、
如
何
な
る
表

現
を
作
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
、
論
点
ガ
菓
集
の

「は」

構
文

二
、
万
葉
集
の

万
葉
集
の
「
は
」
構
文
に
つ
い
て
、
森
野
崇
(
-
九
八
四
）
は
「
接

続
の
面
か
ら
考
え
た
場
合
、
体
言
に
下
接
す
る
の
が
、
『
は
』
の
中

心
的
用
法
で
あ
る
と
言
え
よ
う
」

(91
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
体

言
下
接
の
「
は
」
で
は
、
所
謂
「
主
語
」
（
ガ
格
に
立
つ
も
の
）
に

下
接
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
（
約
七
四
％
）
。
文
法
的
に
見
れ
ば
、

「
は
」
に
よ
る
主
題
ー
解
説
の
構
造
は
基
本
的
に
は
モ
ノ
・
コ
ト
と

い
っ
た
体
言
的
要
素
に
つ
い
て
説
明
・
解
説
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
、

万
葉
集
の
「
は
」
が
体
言
下
接
を
中
心
に
す
る
こ
と
で
は
、
述
語
文

の
種
類
と
し
て
、
ま
ず
は
、
そ
の
構
造
を
顕
著
に
す
る
名
詞
述
語
文

の
存
在
が
想
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
冒
頭
の
指
摘
の
よ
う
に

名
詞
述
語
文
の
数
は
動
詞
述
語
文
の
一
割
に
も
満
た
な
い
。
以
下
に
、

『
H
本
古
典
文
学
全
集
」
（
小
学
館
）
か
ら
名
詞
述
語
文
の
例
を
挙
げ

る
。
（
本
論
は
、
考
察
対
象
と
な
る
「
は
」
構
文
を
、
主
文
・
主
文

の
扱
い
が
で
き
る
も
の
、
に
限
る
。
）

1

世
の
中
は
（
波
）
空
し
き
も
の
と
知
る
時
し
い
よ
よ
ま
す
ま

す

悲

し

か

り

け

り

（

七

九

三

）

「
は
」
構
文

半

藤

英

明
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う
つ
せ
み
は
（
波
）
数
な
き
身
な
り
山
川
の
さ
や
け
き
見
つ

つ

道

を

尋

ね

な

（

四

四

六

八

）

4

い
ざ
子
ど
も
狂
わ
ざ
な
せ
そ
天
地
の
堅
め
し
国
そ
大
和
島
根

は

（

波

）

（

四

四

八

七

）

5
玉
梓
の
妹
は
（
者
）
瑕
が
い
i

あ
し
ひ
き
の
清
き
山
辺
に
撒
け

ば

散

り

ぬ

る

(

-

四

一

五

）

6

古
衣
打
棄
つ
る
人
は
（
者
）
秋
風
の
立
ち
来
る
時
に
物
思
ふ

も

の

そ

（

―

-

六

一

一

六

）

例
文
1
は
「
世
の
中
は
、
む
な
し
い
も
の
だ
」
の
意
、
2
は
「
慎

み
祈
る
命
は
、
母
父
の
た
め
だ
」
の
意
で
、
と
も
に
体
言
止
め
の
形

式
で
あ
る
。

3
は
「
人
の
身
は
、
は
か
な
い
も
の
だ
」
の
意
で
、
助

動
詞
「
な
り
」
を
伴
う
正
格
的
な
も
の
で
あ
る
。
4
は
倒
置
形
で
あ

る
が
「

H
本
国
は
、
天
地
の
神
が
造
り
堅
め
た
国
だ
よ
」
の
意
、

5

は
「
妻
は
、
至
な
の
か
」
の
意
と
さ
れ
、

6
は
「
古
衣
を
捨
て
去
る

人
は
、
秋
風
の
来
る
頃
に
、
物
思
い
を
す
る
も
の
だ
」
の
意
で
あ
り
、

い
ず
れ
の
文
末
も
、
体
言
直
下
に
指
示
や
疑
間
の
助
詞
が
付
く
形
で

あ
る
。
同
様
の
主
題
ー
解
説
の
構
造
に
あ
る
も
の
の
、
体
言
を
承
け

る
の
で
は
な
く
、
活
用
語
を
承
け
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

7
あ
し
ひ
き
の
山
に
白
き
は
（
者
）
我
が
や
ど
に
昨
日
の
夕
降

り

し

雪

か

も

（

二

三

二

四

）

3
 
2
 
ち
は
や
ふ
る
神
の
み
坂
に
幣
奉
り
斎
ふ
命
は
（
波
）
朗
匁
が
＇

腐

（

四

四

0
1
―

)

防
人
に
行
く
は
（
波
）
副
が
朝
；
と
問
ふ
人
を
見
る
が
と
も
し

さ

物

思

も

せ

ず

（

四

四

一

一

五

）

例
文
7
の
述
部
は
体
言
直
下
に
疑
問
の
助
詞
が
付
く
形
で
「
山
に

白
い
の
は
、
雪
だ
ろ
う
か
」
の
意
、

8
で
は
「
防
人
に
行
く
の
は
、

誰
の
夫
か
」
の
意
で
、
述
部
「
誰
が
背
」
は
体
言
止
め
の
形
で
あ
る
。

形
容
詞
述
語
文
の
数
は
、
名
詞
述
語
文
よ
り
も
更
に
少
な
い
。
い

ず
れ
も
「
は
」
が
体
言
を
承
け
（
活
用
語
を
承
け
る
も
の
も
あ
る
）
、

そ
れ
ら
を
主
題
と
扱
い
、
そ
の
解
説
と
し
て
述
語
形
容
詞
を
配
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
す
ら
を
の
さ
つ
矢
た
ば
さ
み
立
ち
向
か
ひ
射
る
的
形
は

（

波

）

見

る

に

さ

や

け

し

（

六

一

）

10

人
も
な
き
空
し
き
家
は
（
者
）
草
枕
旅
に
ま
さ
り
て
苦
し
か

り

け

り

（

四

五

一

）

例
文
9
は
「
的
形
の
浜
は
、
見
る
か
ら
に
す
が
す
が
し
い
」
の
意
で
、

形
容
詞
単
独
で
終
止
す
る
。
「
は
」
の
上
接
語
「
的
形
（
の
浜
）
」
は

述
語
形
容
詞
「
さ
や
け
し
」
の
属
性
主
で
あ
る
。
例
文
10
は
「
人
も

い
な
い
、
む
な
し
い
家
は
、
旅
に
も
ま
し
て
、
苦
し
い
こ
と
だ
」
の

意
で
、
文
末
に
「
け
り
」
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
「
空
し
き
家
」
が
感

情
形
容
詞
「
苦
し
」
の
認
識
対
象
で
あ
る
。
（
こ
れ
ら
形
容
詞
述
語

文
に
つ
い
て
は
、
後
に
節
を
立
て
て
扱
う
。
）

上
記
の
例
文
は
、
い
ず
れ
も
「
は
」
構
文
の
典
型
的
な
構
文
タ
イ
プ

で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
「
は
」
構
文
は
、
万
葉
集
全
体
で
は
少
数

，
 

8
 

-11-



で
あ
り
、
他
の
大
部
分
は
動
詞
述
語
文
で
あ
る
。
動
詞
述
語
文
で
は
、

(
2
)
 

動
詞
単
独
で
終
止
す
る
も
の
は
少
な
く
、
ほ
ぽ
助
動
詞
を
伴
い
、
ま

た
、
感
動
の
助
詞
を
付
接
す
る
な
ど
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
が
現
れ
る
。

11

竜
の
馬
を
我
は
（
波
）
求
心
が
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
に
来

む

人

の

た

に

（

八

0
八）

12

は
ろ
は
ろ
に
思
ほ
ゆ
る
か
も
白
雲
の
千
重
に
隔
て
る
筑
紫
の

国

は

（

波

）

（

八

六

六

）

13

ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
を
幾
夜
経
と
数
み
つ
つ
妹
は
（
波
）

我

待

っ

ら

む

そ

（

四

0
七
二
）

1
4
秋
さ
れ
ば
置
く
露
霜
に
あ
へ
ず
し
て
都
の
山
は
（
波
）
剣
~

き

ぬ

ら

む

（

三

六

九

九

）

1
5
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
大
君
の
御
寿
は
（
者
）
長
く
天
~

ら

し

た

り

(

-

四

七

）

16

今
は
我
は
（
者
）
死
な
む
よ
わ
が
背
恋
す
れ
ば
一
夜
一
日
も

安

け

く

も

な

し

（

二

九

三

六

）

例
文
11
は
「
竜
馬
を
わ
た
し
は
探
そ
う
」
の
意
、

12
は
倒
置
形
で

あ
る
が
「
筑
紫
の
国
は
、
は
る
か
に
遠
く
思
え
る
こ
と
だ
」
の
意
、

13
は
「
妻
は
わ
た
し
を
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
よ
」
の
意
、

14
は
「
都

の
山
は
色
づ
い
た
で
あ
ろ
う
」
、

15
は
「
大
君
の
お
命
は
、
と
こ
し

え
に
長
く
空
に
満
ち
満
ち
て
い
る
」
、

16
は
「
も
う
わ
た
し
は
、
死

に
ま
す
よ
」
の
よ
う
な
意
で
あ
る
。
「
は
」
の
働
き
が
主
題
ー
解
説

(
3
)
 

の
構
造
を
形
成
す
る
に
よ
り
「
判
断
文
」
（
「
判
定
文
」
と
も
）
を
構

和
歌
文
学
の
傾
向
は
、
叙
情
、
も
し
く
は
、
叙
景
に
傾
斜
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
主
題
ー
解
説
の
構
造
と
い
っ
た
説
明
調
の
表
現
世

界
に
は
有
り
難
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
例
文
1
ー

8
の
よ

う
な
「
は
」
に
よ
る
名
詞
述
語
文
の
表
現
タ
イ
プ
の
少
な
さ
は
、
自

明
な
こ
と
で
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
加
え
て
、
例
文
9
.
1
0
の
よ

う
な
「
は
」
に
よ
る
形
容
詞
述
語
文
の
少
な
さ
は
、
モ
ノ
・
コ
ト
の

属
性
を
表
現
し
た
り
、
認
識
対
象
へ
の
感
情
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
表
現

す
る
よ
う
な
歌
の
少
な
さ
で
あ
る
。
即
ち
、
万
葉
集
の
「
は
」
構
文

に
動
詞
述
語
文
が
多
い
こ
と
は
、
概
し
て
、
そ
の
表
現
世
界
が
主
に

動
的
な
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
尾
上
圭

介
（
二

0
0
六
）
で
は
「
文
表
現
と
い
う
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
れ
、
す
べ
て
、
存
在
承
認
か
希
求
で
あ
る
」

(
9
頁
）
と
述

べ
て
い
る
が
、
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
存
在
承
認
か
希
求
か
」

三、

「
は
」
構
文
に
よ
る
描
写
の
表
現

成
す
る
こ
と
か
ら
は
、
文
末
に
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
が
現
れ
易
い
こ
と

は
想
定
の
範
囲
で
あ
る
。
特
に
「
む
」
「
ら
む
」
と
い
っ
た
推
量
判

断
の
存
在
は
、
そ
の
構
文
が
判
断
文
で
あ
る
こ
と
を
顕
著
に
す
る
も

(
4
)
 

の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
よ
う
な
「
は
」
構
文
、
即
ち
、
判
断
文
た
る

動
詞
述
語
文
が
万
葉
集
の
数
多
く
を
占
め
る
こ
と
は
、
万
葉
集
の
表

現
性
の
一
端
を
表
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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あ
ら
な
む

0

高
砂
の
尾
上
の
桜
〔
¢
〕
咲
き
に
け
り
外
山
の
霞
立
た
ず
も

〔¢〕

け
ふ
九
重
に
に
ほ

を
ほ
ぼ
動
的
概
念
で
捉
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

動
的
な
表
現
冊
界
と
し
て
の
「
叙
情
」
の
表
現
で
は
、
表
現
形
式
上
、

特
定
の
述
語
文
に
片
寄
る
よ
う
な
こ
と
が
考
え
に
く
い
。
感
情
の
様

相
を
表
現
す
る
の
に
特
定
の
述
語
文
が
強
く
連
関
す
る
こ
と
は
想
定

さ
れ
な
い
。
一
方
、
動
的
な
表
現
世
界
と
し
て
の
「
叙
景
」
の
表
現
、

即
ち
、
動
き
の
あ
る
自
然
描
写
・
現
象
描
写
は
、
動
詞
述
語
文
の
役

割
で
あ
る
。

動
作
主
体
に
よ
る
動
作
の
表
現
は
、
典
型
的
に
は
、
現
代
語
で
「
風

洲
吹
く
」
「
雨
が
降
っ
て
い
る
」
「
鳥
洲
飛
ぶ
」
「
人
が
歩
い
て
い
る
」

の
よ
う
に
「
が
」
構
文
と
な
る
が
、
古
代
語
の
場
合
に
は
「
心
地
ま

ど
ふ
」
「
日
た
く
る
」
の
よ
う
に
無
助
詞
の
形
式
〔
¢
〕
が
多
い
。

し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
「
現
象
を
あ
ら
わ
す
名
詞
に
用
例
の

偏
り
が
見
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
。
『
百
人
一
首
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
）

か
ら
例
を
引
い
て
み
る
。

〇
い
に
し
へ
の
奈
良
の
都
の
八
重
桜

ひ
ぬ
る
か
な

そ
れ
ぞ
れ
の
「
八
重
桜
」
「
桜
」
は
、
述
語
動
詞
「
に
ほ
ふ
」
「
咲

く
」
の
動
作
主
体
で
あ
り
、
主
格
表
示
が
無
助
詞
の
形
式
に
な
っ

て
い
る
が
、
現
代
語
な
ら
ば
「
が
」
の
存
在
が
適
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
と
も
に
題
詠
歌
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
表
現
上
、
自
然
描

写
・
現
象
描
写
の
趣
き
に
あ
り
、
「
現
象
描
写
文
」
と
な
っ
て
い
る

(
8
)
 

と
こ
ろ
か
ら
「
常
に
テ
ン
ス
に
指
定
さ
れ
て
い
る
」
た
め
、
「
ぬ
」
「
け

り
」
と
い
っ
た
助
動
詞
を
伴
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
概
し
て
、
文

表
現
と
し
て
の
動
詞
述
語
文
は
助
動
詞
を
伴
い
易
い
。
尾
上
圭
介

(
1
1
0
0
六
）
は
、
「
存
在
承
認
か
希
求
か
」
を
目
指
す
文
表
現
で
は
「
動

詞
を
用
い
て
運
動
の
（
何
ら
か
の
意
味
で
の
）
存
在
を
語
る
た
め
に
は
、

運
動
の
存
在
を
話
し
手
の
立
っ
て
い
る
イ
マ
・
コ
コ
と
の
関
係
に
お

い
て
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
に
必
要
と
な
る
の

が
『
た
』
『
て
い
る
』
『
う
（
よ
う
）
』
と
い
う
複
語
尾
（
あ
る
い
は
複

語
尾
に
相
当
す
る
語
連
鎖
）
で
あ
ろ
う
」

(
5
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

万
莱
集
に
も
、
上
記
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。

0

若

草

の

夫

の

思

ふ

鳥

〔

¢

〕

立

つ

(

-

五

三

）

〇

梅

の

花

〔

¢

〕

咲

き

て

散

り

ぬ

（

四

0
0
)

〇

陸

奥

山

に

金

花

〔

の

〕

咲

く

（

四

0
九
七
）

し
か
し
、
万
薬
集
に
は
、
連
体
句
の
も
の
に
次
例
の
よ
う
な
「
が
」

に
よ
る
描
写
の
表
現
が
見
え
る
。

17

あ
か
ね
さ
す
紫
野
行
き
標
野
行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
（
之
）

制

（

二

〇

）

18

ま
そ
鏡
持
て
れ
ど
我
は
験
な
し
君
が
（
之
）
歩
行
よ
り

ii

み

行

く

見

れ

ば

（

三

三

一

六

）

例
文
17
は
「
君
が
袖
振
る
（
の
を
）
」
、

18
は
「
あ
な
た
が
歩
い
て

苦
労
し
て
行
く
（
の
を
見
る
と
）
」
の
意
で
あ
り
、
述
部
「
振
る
」
「
な
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づ
み
行
く
」
の
動
作
主
体
を
「
が
」
で
示
し
て
い
る
。
連
体
句
で
あ

る
た
め
、
現
象
描
写
文
と
は
分
析
で
き
な
い
が
、
表
現
上
は
自
然
描

写
・
現
象
描
写
の
趣
き
に
あ
る
。
ど
ち
ら
の
例
も
、
文
意
に
於
い
て

17
に
は
「
君
ー
野
守
」
、

18
に
は
「
君
ー
我
」
と
い
う
対
立
関
係
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
（
無
助
詞
で
は
な
く
）
明
示
的
に
「
が
」
の

表
出
が
あ
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
万
葉
集

に
於
い
て
描
写
の
表
現
と
し
て
の
「
が
」
構
文
が
容
認
さ
れ
る
も
の

(
9
)
 

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
万
葉
集
の
「
が
」
構
文
（
約
千
例
）
で
は
、
お
よ
そ

連
体
用
法
が
六

0
%
、
主
格
用
法
が
四

0
％
で
あ
り
、
主
格
用
法
は

未
だ
主
流
で
は
な
い
。
主
格
用
法
で
は
従
属
節
（
連
体
句
、
条
件
句
、

並
列
）
の
も
の
が
約
五
七
％
（
約
二
百
例
強
）
を
占
め
て
い
る
。
連

体
句
、
条
件
句
の
主
語
に
は
「
は
」
を
使
い
に
く
い
と
い
う
構
文
上

の
制
約
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
使
用
例
が
主
節
・
従
属
節
と
も
に
「
吾

が
」
「
君
が
」
「
妹
が
」
「
吾
妹
子
が
」
「
父
母
が
」
の
よ
う
に
、
ほ
ぽ

定
型
化
し
て
い
る
こ
と
で
は
、
動
詞
述
語
文
に
於
け
る
主
格
助
詞
と

し
て
の
「
が
」
の
使
用
は
、
現
代
語
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
表
現
の
構
成
に
何
ら
の
制
約
も
な
い
環
境
の
下
で
、
動
詞

述
語
文
と
し
て
の
「
が
」
構
文
を
使
用
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。

従
っ
て
、
万
葉
集
で
は
、
動
的
な
自
然
描
写
・
現
象
描
写
に
当
た

る
も
の
も
、
次
例
の
よ
う
な
「
は
」
構
文
の
表
現
と
な
る
。
自
然
描
写
・

テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
に

現
象
描
写
の
表
現
性
に
あ
る
こ
と
で
は
、

関
わ
る
助
動
詞
が
当
然
、
多
く
現
れ
る
。

19

田
児
の
浦
ゆ
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
ま
白
に
そ
富
士
の
高
嶺
に

雪

は

（

波

）

降

り

け

る

（

三

一

八

）

20

愛
し
き
か
も
皇
子
の
命
の
あ
り
通
ひ
見
し
し
活
道
の
道
は

（

波

）

荒

れ

に

け

り

（

四

七

九

）

2
1
春
さ
れ
ば
卯
の
花
腐
し
我
が
越
え
し
妹
が
垣
間
は
（
者
）
~

．

れ

に

け

る

か

も

（

一

八

九

九

）

そ
れ
ぞ
れ
は
、
例
文
19
「
雪
は
降
っ
て
い
る
こ
と
だ
」
、

20
「（安

積
皇
子
ゆ
か
り
の
）
活
道
の
道
は
荒
れ
て
し
ま
っ
た
」
、

21
「
恋
人

の
家
の
垣
根
は
荒
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
」
の
意
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
内
容
上
は
眼
前
描
写
的
な
の
で
あ
る
が
、
動
作
主
体
が
「
は
」
で

示
さ
れ
る
。
古
代
語
に
多
い
無
助
詞
の
形
で
は
な
く
、
「
が
」
を
用

い
る
こ
と
も
な
い
。
無
助
詞
の
形
式
か
「
は
」
を
用
い
る
か
の
選
択

に
韻
律
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と
は
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
も
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
「
は
」
構
文
の
存
在
は
、
万
葉
集
の
自
然

描
写
・
現
象
描
写
が
眼
前
描
写
、
ま
た
は
、
眼
前
描
写
の
扱
い
で
は

為
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

嘗
て
の
議
論
で
あ
る
が
、
所
謂
「
格
」
の
概
念
が
主
に
動
詞
に
内

蔵
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
動
詞

述
語
文
で
は
格
述
構
文
が
基
本
で
あ
り
、
通
常
、
主
語
の
提
示
は
、

主
格
助
詞
「
が
」
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
（
繰
り
返
す
よ
う
に
、
古
代

-14-



万
葉
集
の
「
は
」
の
例
に
は
、
前
掲
の
も
の
の
他
に
、
連
用
語
（
助

詞
・
副
詞
）
を
承
け
る
も
の
（
用
例
全
体
の
約
一
八
％
）
、
ま
た
、
「
は
」

が
述
部
へ
と
挿
入
さ
れ
た
表
現
形
式
の
も
の
（
同
じ
く
約
三
％
）
が

存
在
す
る
。

連
用
語
を
承
け
る
「
は
」
は
、
も
と
よ
り
述
語
に
か
か
る
成
分
を

強
め
る
も
の
で
あ
り
、
連
用
語
自
体
を
主
題
化
す
る
こ
と
の
必
然
性

が
乏
し
い
こ
と
に
よ
り
、
ほ
ぽ
対
比
の
用
法
と
な
る
。
そ
の
こ
と
も

あ
り
、
条
件
句
内
に
あ
る
も
の
が
多
い
（
例
文
2
2
i
2
4
)
。

四、

「は」

に
よ
る
判
断
文
の
形
成

語
で
は
無
助
詞
の
形
式
が
多
い
）
。
し
か
も
、
そ
の
こ
と
は
、
動
詞

述
語
文
が
客
観
的
な
表
現
と
し
て
の
扱
い
に
あ
る
現
象
描
写
文
と
し

て
表
現
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
動
詞
述
語
文
で
「
は
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
本
来
的

に
は
格
述
構
文
・
現
象
描
写
文
と
し
て
表
現
さ
れ
る
性
質
の
も
の
を
、

(10) 

題
述
構
文
・
判
断
文
に
作
り
変
え
て
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
中
西

進
(
-
九
七
五
）
に
は
「
（
万
葉
集
の
中
に
）
自
然
と
人
間
と
が
濃
厚

に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
歌
は
枚
挙
に
い
と
ま
の
な
い
ほ
ど
で
あ

る」

(m頁
）
と
あ
る
が
、
万
葉
集
で
は
、
自
然
を
取
り
上
げ
る
場
合

で
も
、
描
写
と
し
て
の
「
自
然
そ
の
ま
ま
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

22

風
多
く
辺
に
は

刈
れ
る
玉
藻
そ

23

逢
は
む
と
は
（
者
）
千
度
思
へ
ど
あ
り
通
ふ
人
目
を
多
み
恋

ひ

つ

つ

そ

居

る

（

三

一

0
四）

24

し
ま
ら
く
は
（
波
）
寝
つ
つ
も
あ
ら
む
を
夢
の
み
に
も
と
な

見

え

つ

つ

我

を

音

し

泣

く

る

（

三

四

七

一

）

例
文
22
は
「
風
が
激
し
く
岸
に
は
吹
い
て
い
る
の
に
」
、

23
は
「
逢

お
う
と
は
何
度
も
思
う
の
だ
が
」
、

24
は
「
し
ば
ら
く
で
も
寝
つ
づ

け
た
い
の
に
」
の
意
で
あ
る
。
ど
れ
も
自
然
描
写
・
現
象
描
写
の
表

現
と
は
分
析
し
得
な
い
。

ま
た
、
述
部
へ
の
「
は
」
の
挿
入
に
も
強
調
の
意
味
合
い
が
あ
り
、

対
比
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
浮
か
び
上
が
る
た
め
、
条
件
句
内
に
あ
る
か

（
例
文
25)
、
他
の
場
合
は
並
列
（
例
文
2
6
.
2
7
)
と
な
る
。
多
く
は

複
合
動
詞
へ
の
「
は
」
の
挿
入
で
あ
る
が
、
断
定
の
助
動
詞
に
挿
入

さ
れ
る
も
の
（
例
文
28)
も
見
ら
れ
、
し
か
も
、
ほ
ぽ
助
動
詞
「
ず
」

を
伴
う
と
い
う
形
式
上
の
特
徴
が
あ
る
。

25

雨
降
ら
ば
着
む
と
思
へ
る
笠
の
山
人
に
な
着
せ
そ
濡
れ
は

（

者

）

ひ

つ

と

も

（

三

七

四

）

26

潮
満
て
ば
水
沫
に
浮
ぶ
砂
に
も
我
は
生
け
る
か
恋
ひ
は
（
者
）

す

て

（

―

-

七

三

四

）

死
な
、

27

玉
の
緒
の
く
く
り
寄
せ
つ
つ
末
つ
ひ
に
行
き
は
（
者
）
別
れ

ず

同

じ

緒

に

あ

ら

む

（

二

七

九

0
)

（
者
）
吹
け
ど
も
妹
が
た
め
袖
さ
へ
濡
れ
て

（
七
八
二
）
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わ
が
祭
る
神
に
は
（
者
）
あ
ら
ず
大
夫
に
着
き
た
る
神
そ
よ

く

祭

る

べ

き

（

四

0
六）

例
文
25
は
「
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
も
」
の
意
、

26
は
「
わ
た
し

は
生
き
て
い
る
こ
と
か
、
恋
い
死
ぬ
こ
と
も
な
く
て
」
の
意
、
2
7
は
「
栢

き
別
れ
ず
（
ば
ら
ば
ら
に
な
ら
ず
）
、
同
じ
緒
で
繋
が
っ
て
い
た
い
」

の
意
、

28
は
「
わ
た
し
の
祭
る
神
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
の
意
で
あ
る
。

い
ず
れ
判
断
文
か
、
判
断
文
中
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自

然
描
写
・
現
象
描
写
の
表
現
に
は
な
い
。

例
文
1
1
¥
1
6
、
ま
た
、

19
ー
21
の
よ
う
な
動
詞
述
語
文
と
も
併
せ
、

万
築
集
で
の
「
は
」
構
文
の
多
さ
は
、
判
断
文
の
多
さ
で
あ
る
。
特
に
、

1
9
¥
2
1
の
自
然
描
写
・
現
象
描
写
に
当
た
る
動
詞
述
語
文
で
の
「
は
」

の
使
用
は
、
通
常
な
ら
ば
、
無
助
詞
の
形
式

(11
格
述
構
文
の
資
格

に
あ
る
も
の
）
を
も
「
は
」
の
構
文
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
「
見
た
ま
ま
」
「
聞
い
た
ま
ま
」
の
よ
う
な
「
自
然
そ
の
ま
ま
」

の
事
態
認
識
の
表
現
に
も
「
は
」
を
用
い
、
い
わ
ば
判
断
文
と
し
て

の
自
然
描
写
・
現
象
描
写
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
万
菓
集
の
自
然
描
写
・
現
象
描
写
は
、
単
な
る
客
観
的

な
表
現
と
し
て
で
は
な
く
、
話
者
の
判
断
を
加
え
た
上
で
提
示
さ
れ

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
話
者
の
意
識
下
に
取

り
込
ま
れ
た
自
然
描
写
・
現
象
描
写
が
話
者
の
目
を
通
し
て
表
現
化

さ
れ
、
そ
の
映
像
が
読
み
手
（
聞
き
手
）
に
提
示
さ
れ
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
森
野
崇
(
-
九
八
四
）
は
、
万
葉
集
の

28 

「
は
」
が
広
く
「
前
提
と
し
て
特
に
意
識
し
て
い
た
事
柄
に
関
連
し
て
、

あ
る
事
柄
を
と
り
た
て
て
示
す
」
と
指
摘
し
て
い
る

(97
頁
）
。
万
葉

集
の
表
現
世
界
は
、
そ
の
よ
う
な
「
は
」
の
使
用
に
よ
っ
て
、
歌
の
モ
チ
ー

フ
や
テ
ー
マ
を
主
観
化
し
た
様
相
の
中
で
処
理
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
は
、
換
言
す
れ
ば
、
万
葉
集
の
和
歌
が
歌
人
の
視
点
を
強

く
認
識
さ
せ
る
表
現
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

万
葉
集
の
表
現
世
界
が
歌
の
モ
チ
ー
フ
・
テ
ー
マ
を
主
観
化
し
た

様
相
の
中
で
処
理
し
て
い
る
こ
と
は
、
形
容
詞
述
語
文
の
あ
り
方
に

も
象
徴
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

前
に
、
形
容
詞
述
語
文
と
し
て
例
文
9
.
1
0
を
掲
げ
た
が
、
以
下
、

同
類
を
挙
げ
る
。

29

ひ
さ
か
た
の
天
路
は
（
波
）

ilな
ほ
な
ほ
に
家
に
帰
り
て

業

を

し

ま

さ

に

（

八

0
I

)

 

30

暁
と
夜
鳥
鳴
け
ど
こ
の
も
り
の
木
末
が
上
は
（
者
）
い
ま
だ

静

け

し

(

―

二

六

三

）

例
文
29
は
「
天
路
は
遠
い
」
、

30
は
「
こ
の
山
の
梢
の
あ
た
り
は

ま
だ
静
か
だ
」
の
意
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
は
」
の
上
接
語
「
天
路
」
「
木

末
が
上
」
は
述
語
形
容
詞
「
遠
し
」
「
静
け
し
」
の
属
性
主
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
物
を
主
語
に
立
て
る
場
合
は
、
現
象
描
写
文
と
し
て

五、

形
容
詞
述
語
文
の
表
現
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表
現
さ
れ
る
傾
向
を
強
く
す
る
が
、
判
断
文
と
し
て
表
現
す
る
こ
と

(11) 

も
可
能
で
あ
る
た
め
、
「
が
」
「
は
」
の
両
方
を
取
り
得
る
。
が
、
こ

こ
で
「
は
」
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
で
は
判
断
文
と
し
て
の
捉
え
方

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

31

タ
闇
は
（
者
）
路
た
づ
た
づ
し
月
待
ち
て
い
ま
せ
わ
が
背
子

そ

の

間

に

も

見

む

（

七

0
九）

32

風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
（
波
）
と
も
し
風
を
だ
に
来
む
と
し
待

た

ば

何

か

嘆

か

む

（

四

八

九

）

33

我
が
恋
は
（
波
）
ま
さ
か
も
か
な
し
草
枕
多
胡
の
入
野
の
奥

も

か

な

し

も

（

三

四

0
三）

例
文
31
は
「
宵
闇
は
路
が
お
ぽ
つ
か
な
い
で
す
よ
」
と
訳
さ
れ
て

い
る
。
「
夕
闇
は
路
た
づ
た
づ
し
」
と
い
う
文
の
構
成
は
、
「
象
は
鼻

が
長
い
」
の
文
に
象
徴
的
に
代
表
さ
れ
る
「
＼
ば
…
が
形
容
詞
」
の

表
現
形
式
で
あ
る
。
「
が
」
の
部
分
が
無
助
詞
の
形
式
と
な
っ
て
「

i

は
…
〔
¢
〕
形
容
詞
」
の
表
現
で
あ
る
の
は
、
前
述
の
ご
と
く
主
格

助
詞
「
が
」
の
無
助
詞
が
一
般
的
だ
っ
た
こ
と
の
背
景
に
因
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
例
の
「
た
づ
た
づ
し
（
た
ど
た
ど
し
）
」
は
「
不

確
か
だ
」
の
意
で
、
意
味
的
に
は
属
性
の
表
現
と
も
評
価
の
表
現
と

も
分
析
し
得
る
が
、
「
路
〔
の
〕
た
づ
た
づ
し
」
と
「
が
」
の
表
示

が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
描
写
的
な
表
現
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
但
し
、
表
現
全
体
で
見
れ
ば
、
「
路
が
だ
づ
た
づ
し
」
と
い
う

現
象
描
写
と
し
て
の
面
と
、
「
夕
闇
ば
た
づ
た
づ
し
」
と
い
う
判
断

文
の
面
を
同
一
構
文
上
に
表
現
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
、
ト
ー
タ
ル

に
は
「
夕
闇
」
を
主
題
と
し
た
判
断
文
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

一
方
、
例
文

32
は
「
風
を
で
も
待
ち
恋
う
て
い
る
と
は
羨
ま
し

い」、

33
は
「
わ
た
し
の
恋
は
今
も
せ
つ
な
い
」
と
訳
さ
れ
る
も
の

で
、
感
情
形
容
詞
「
と
も
し
」
「
か
な
し
」
を
述
語
に
す
る
表
現
で

あ
る
。
感
情
の
認
識
主
体
を
話
者
と
捉
え
れ
ば
、
「
は
」
の
上
接
語
「
恋

ふ
る
（
こ
と
）
」
「
我
が
恋
」
は
認
識
主
体
か
ら
見
た
認
識
対
象
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
然
れ
ば
、
現
代
語
の
場
合
、
感
情
形
容
詞
の
認
識

対
象
は
、
通
常
「
が
」
の
表
示
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
は
」

を
使
用
し
て
主
題
化
し
て
い
る
こ
と
で
は
、
形
容
詞
述
語
文
と
「
は
」

と
の
関
係
性
の
強
さ
を
思
わ
せ
る
。
感
情
の
表
明
が
判
断
文
と
し
て

表
現
さ
れ
る
性
質
を
負
う
こ
と
で
認
識
対
象
ま
で
も
が
「
は
」
で
の

表
示
と
な
り
、
「
は
」
構
文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

前
例
は
、
い
ず
れ
も
文
末
が
形
容
詞
で
終
止
す
る
形
で
あ
り
、
万

葉
集
の
形
容
詞
述
語
文
に
は
、
こ
の
よ
う
に
助
動
詞
を
付
さ
な
い
も

の
が
多
い
。
大
野
晋
(
-
九
八

0
)
は
「
形
容
詞
に
よ
る
断
定
は
、

時
間
に
関
係
な
し
に
、
物
の
性
質
や
状
態
に
つ
い
て
下
す
判
断
の
表

現
だ
」

(268
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
形
容
詞
述
語
が
そ
れ
自
体
で
断

定
判
断
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
つ
ま
り
、
万
葉
集
の
形

容
詞
述
語
文
は
、
モ
ノ
・
コ
ト
の
性
質
・
状
態
に
対
す
る
断
定
的
な

判
断
で
あ
っ
た
り
、
感
情
の
認
識
対
象
を
主
題
化
し
て
断
定
的
な
判

断
を
下
す
表
現
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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万
葉
集
の
「
は
」
構
文
は
、
そ
の
表
現
世
界
が
話
者
の
主
観
を
表

明
す
る
様
相
の
判
断
文
で
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
現
象
描
写
文
と
な
る
性
質
を
負
う
自
然
描
写
・
現
象

描
写
に
対
し
て
も
反
映
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
対
し
て
も
話
者

の
判
断
を
加
え
、
話
者
の
も
の
と
し
て
表
示
す
る
と
い
う
態
度
で
表

現
さ
れ
る
。
情
景
の
描
写
を
淡
々
と
、
い
わ
ば
、
話
者
と
は
外
側
の

も
の
と
し
て
描
写
す
る
の
で
は
な
く
、
話
者
の
内
側
の
も
の
と
し
て

表
明
す
る
、
そ
の
こ
と
が
万
葉
集
の
描
写
表
現
に
見
て
取
れ
る
。

伊
藤
博
(
-
九
八
三
）
は
、
万
葉
集
の
表
現
に
つ
い
て
「
萬
葉
の
人
々

が
、
よ
り
強
く
み
ず
か
ら
を
訴
え
、
よ
り
深
く
人
生
を
語
る
た
め
に
、

抒
情
詩
の
構
成
的
で
統
合
的
な
集
合
性
を
こ
と
の
ほ
か
重
ん
じ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
『
萬
葉
集
』
は
抒
情
詩
集
で
あ
る
い
っ

ぽ
う
に
お
い
て
、
抒
情
詩
に
よ
る
物
語
集
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

歌
の
集
ま
り
が
後
の
世
に
い
う
散
文
の
任
務
を
も
力
強
く
担
っ
て
い

た
の
が
『
萬
葉
集
』
な
の
で
あ
っ
た
」

(232
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
「
ょ

り
強
く
み
ず
か
ら
を
訴
え
、
よ
り
深
く
人
生
を
語
る
た
め
に
、
抒
情

詩
の
構
成
的
で
統
合
的
な
集
合
性
を
こ
と
の
ほ
か
重
ん
じ
た
」
の
指

摘
は
、
万
葉
集
全
般
に
「
は
」
構
文
が
多
用
さ
れ
る
状
況
を
反
映
し

て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
「
散
文
の
任
務
を
も
力
強
く
担
っ

て
い
た
」
の
指
摘
は
、
動
詞
述
語
文
が
多
用
さ
れ
つ
つ
も
名
詞
述
語

六
、
万
葉
集
の
表
現
性

文
・
形
容
詞
述
語
文
か
ら
な
る
和
歌
群
も
少
数
な
が
ら
存
在
し
、
全

体
と
し
て
述
語
文
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
に
見
ら
れ
る
こ
と
と

結
び
付
く
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

和
歌
文
学
の
み
な
ら
ず
、
随
筆
、
物
語
・
小
説
な
ど
、
文
学
作
品

全
般
は
、
本
質
的
に
話
者
の
主
観
を
書
き
連
ね
て
い
く
営
み
で
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
こ
に
、
主
題
ー
解
説
の
構
造
を
典
型
と
す
る
「
は
」
構

文
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
文
学
作
品
の
宿
命
と
で
も
言
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
名
詞
述
語
文
・
形
容
詞
述
語
文
は
、
も
と

よ
り
主
観
の
明
示
化
を
担
っ
て
お
り
、
意
見
表
明
の
構
成
に
優
れ
る

が
、
文
学
作
品
に
於
け
る
一
連
の
語
り
と
し
て
は
多
用
さ
れ
に
く
い
。

そ
の
意
味
に
於
い
て
、
動
詞
述
語
文
の
占
め
る
役
割
に
は
大
き
い
も

の
が
あ
る
。
即
ち
、
万
葉
集
の
「
は
」
構
文
に
於
け
る
動
詞
述
語
文

の
多
用
は
、
個
々
の
和
歌
の
表
現
性
の
問
題
を
超
え
て
、
歌
集
全
体

が
―
つ
の
文
学
作
品
と
し
て
の
表
現
類
型
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

〈注〉
1

小
路
一
光
(
-
九
八
八
）
に
よ
れ
ば
、
「
の
」
が
四
七
八
九
例
（
枕
詞
を

除
く
）
、
「
に
」
が
三
四
七
一
例
で
、
「
は
」
は
一
七
八
七
例
で
あ
る
。

2

例
え
ば
、
次
例
が
あ
る
。

0
日
並
皇
子
の
命
の
馬
並
め
て
御
猟
立
た
し
し
時
は
（
者
）
来
向
か
ふ
（四九）

〇
晩
蝉
は
時
と
鳴
け
ど
も
片
恋
に
手
弱
女
わ
れ
は
（
者
）
時
わ
か
ず
泣
く
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3
 

（
一
九
八
二
）

仁
田
義
雄
(
-
九
九
一
）
の
規
定
に
従
う
。

4

蔦
清
行
（
二

0
0
六
）
は
、
述
語
の
品
詞
上
の
種
類
を
考
慮
し
な
い
形
で
、

「
は
」
構
文
の
文
末
が
係
助
詞
の
終
止
形
に
な
る
も
の
を
挙
げ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
、
当
然
、
判
断
文
の
範
疇
で
あ
る
。

5

尾
上
圭
介
（
二

0
0
六
）
に
は
「
古
代
語
に
お
い
て
は
主
語
と
述
語
の

間
に
は
助
詞
が
は
い
ら
な
い
の
が
基
本
的
な
姿
で
あ
っ
た
」
(
7
頁
）
と
あ
る
。

6

高
山
道
代
（
二

0
0
六
）
に
指
摘
が
あ
る
。

103
頁。

7

注
3
に
同
じ
。

8

仁
田
義
雄
(
-
九
九
一
）
の
指
摘
。
1
2
2
頁
。

9

主
格
表
示
が
無
助
詞
の
形
式
に
な
る
こ
と
は
、
そ
こ
で
の
格
確
認
が
容

易
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
即
ち
、
「
が
」
の
表
示
は
、
そ
の
存
在
を
必

要
と
す
る
要
件
が
生
じ
た
構
文
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
所

謂
「
転
位
陰
題
文
（
転
位
文
）
」
で
は
、
総
記
的
意
味
が
張
り
付
く
上
で
「
が
」

の
表
示
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
一
文
の
構
成
・
構
造
が
複
雑
な
も
の

ほ
ど
関
係
構
成
の
明
示
が
求
め
ら
れ
、
「
が
」
の
表
示
は
必
要
度
が
高
ま
る
。

10

尾
上
圭
介
（
二

0
0
二
）
で
は
、
例
文
1
9
¥
2
1
の
よ
う
な
「
は
」
の
用

法
を
「
事
態
の
強
調
的
承
認
」
と
呼
び
、
題
目
提
示
と
は
し
な
い

(72
頁）。

し
か
し
、
こ
れ
が
判
断
文
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。

1
1
半
藤
英
明

(
1
1
0
0六
）
•
第
十
二
章
に
、
「
は
」
「
が
」
と
形
容
詞
述
語

文
の
関
連
に
つ
い
て
論
じ
た
。

（
付
記
）
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登
尾
豊
先
生
が
ご
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任
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れ
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。
先
生
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の
語
ら
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で
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最
大
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も
の
は
、
語
学
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人
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、
文
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憧
憬
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。
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あ
る
。

-19-




